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当社子会社による商品の販売に関するお知らせ 

 

 

当社子会社であるクレア株式会社（以下、「クレア社」といいます。）が、ＬＥＤディスプレ

イ商品の販売を開始いたしますので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

１．経緯 

当社は、広告事業の一環として、映像伝送技術を駆使した高性能、低価格の LED モジュー

ルを活用した各種 LED ディスプレイ商品の商品化の開発に向けて、LED ソリューション開

発会社である株式会社 SPACEWA（以下、「ＳＷ社」といいます。）の開発力と、クレア社が

これまでに太陽光、各種機器や商材等の仕入れ・販売にて培った、安価で高性能のパフォー

マンスを有する国内、海外の OEM 元企業、工場とのネットワークを活用し、共同で商品化

に取り組んでおり、商品化に先行して 2019 年 12 月にＳＷ社の開発する商品をクレア社が独

占的に販売する独占販売店契約を締結しておりました。その後、新型コロナウイルス感染症

拡大に伴う国内外の消費・物流活動の停滞、労働・生活様式の急変等によって加速している

デジタル化に着目し、その商品化に一層注力してまいりました。 
LED ディスプレイは、軽量、薄型であるだけでなく、鮮明な映像表現が可能で視認性が高

く、かつ、動画の表示や複数枚の静止画の切り替え表示を可能とする等、表現の幅が広いこ

とから、時間帯や天候等の視認条件に応じて情報を変えて発信することが可能です。ポスタ

ーや看板のように人手をかけて貼り替えたり付け替えたりする必要がなく、その費用が削減

できることからも、今後、サイネージの主流になると期待されています。 
また、当社グループにおける LED ディスプレイの販売は、広告事業だけにとどまらず、広

告主となる飲食事業、広告素材の提供や制作、イベントの企画等を行うエンターテインメン

ト事業と大変親和性が高く、相乗効果が期待できる商品と考えています。 
この度、ＬＥＤディスプレイ商品の商品化が完了したことを踏まえ、ＳＷ社と取扱商品取

決書を締結し、クレア社は、独占販売店契約に従って「①CS ディスプレイ」シリーズ、「②

CSF ディスプレイ」シリーズ、「③CS サイネージボード」の商品（以下、これらを総称して

「本商品」といいます。）のＳＷ社からの仕入れ、販売を開始いたします。 
今後、本商品をスマートフォン等の端末を通じて、ユーザーとデータ伝送やコミュニケー

ションを可能とするインタラクティブ化に向け、クレア社はＳＷ社の開発を引き続きサポー

トしてまいります。 
 
２．商品の概要等 

クレア社が販売する本商品は、「高性能」、「低価格」、「コンパクト」をコンセプトに、従来

のスタンドアロン型（ネットワークを利用せずデータを取り込み、コンテンツを表示するタ

イプ）ではなく、ネットワーク型（ネットワークを利用し、ダウンロードしたコンテンツを

放映するタイプ）であるため、加速しているデジタル化に対応するモニター、メディア、サ

イネージとして広く活用できます。 



 

 

（本商品の概要） 
①CS ディスプレイ 

低価格でありながら、独自開発したデータ伝送技術を駆使し、より鮮明な映像表現がで

き、室内外で運用可能な固定式及び移動式 LED ディスプレイ。 
②CSF ディスプレイ 

独自技術と素材にこだわったフレキシブルディスプレイで、今までディスプレイの設置、

運用が不可能だった様々な曲線面に対応できるのが最大の特徴。室内で場所を問わず運用

可能なフレキシブル LED ディスプレイ。 
③CS サイネージボード 

超薄型、高画質等の機能を兼ね揃え、設置者によるスマートフォンでの操作を可能にし

た、新概念 LED サイネージボードディスプレイ。視認性、操作性を優先して生産企画され

たポスター、看板型ディスプレイ。 
 

（今後の開発内容） 
インタラクティブ化 
上記のディスプレイをバージョンアップし、スマートフォン等の端末を通じて、ユーザ

ーとデータ伝送やコミュニケーションが可能となる双方向的機能。 
 
３．販売開始時期 

商品①③  2020 年７月１日より販売開始 

商品②   2020 年 10 月 販売開始予定 

 

４．今後の見通し 
   本件による当社業績への影響につきましては、今後、ＳＷ社に本商品を仕入れるための代

金を支払い、本商品の売上と諸経費の差額がクレア社の利益となります。 
本商品の販売実績を積み上げた上で、当社の業績に重大な影響を与えることが判明した場

合、すみやかにお知らせいたします。  
  

以上  


